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地域の大工・工務店が地域の大工・工務店が  
大型プロジェクトを請け負う仕組み。大型プロジェクトを請け負う仕組み。  
  応急仮設木造住宅建設協議会の活動に学んだ経験を生かす。 

•地域型復興住宅建設 
グル プホ ム 集会所•グループホーム・集会所 

•公共施設等 
 

一般社団法人一般社団法人 全国木造建設事業協会設立へ全国木造建設事業協会設立へ

平成２３年８月３１日 

般社団法人般社団法人  全国木造建設事業協会設立全国木造建設事業協会設立   

一般社団法人 工務店サポートセンター 理事長 
青木 宏之

社団法人 全国中小建築工事業団体連合会 会長 

青木 宏之 
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①名称：一般社団法人①名称：一般社団法人 全国木造建設事業協会全国木造建設事業協会  
②役 員 

事 青 宏 （ 務店 ポ 事 ）理事長  青木 宏之（工務店サポートセンター理事長） 
副理事長 田村 豪勇（全建総連中央執行委員長） 
専務理事 徳本 茂 （全建総連住宅対策部長）専務理事 徳本 茂 （全建総連住宅対策部長） 
 
③運 営③運 営 
本部事務局・住宅部会 工務店サポートセンター 
技能部会 全国建設労働組合総連合 
 
④協会の主な事業 

害時 復 復 急仮 造住宅建 事１．災害時における復旧・復興、応急仮設木造住宅建設に関する事業

２．応急仮設木造住宅建築を通じての森林・林業活性化事業 
３ 大工 工務店の業務及び技術支援 後継者及び人材育成に関する３．大工・工務店の業務及び技術支援、後継者及び人材育成に関する

研修、講習、大工技能推進に関する事業 
 2 
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協議会設立記者会見の模様協議会設立記者会見の模様  
２０１１年４月１２日２０１１年４月１２日 

青木協議会会長 

記者会見風景 
写真左側役員：左より藤本副会長・青木会長 
              和田震災対策本部長 3 

協議会設立主意挨拶協議会設立主意挨拶協議会設立主意挨拶協議会設立主意挨拶

青木宏之会長（全建連会長・工務店サポートセンター理事青木宏之会長（全建連会長 務店サポ トセンタ 理事
長）は「復興には、被災者から『早く仮設住宅建設を』と
の声を聞く。私たち3団体は応急仮設木造住宅建設にあた
り、地域工務店と地域材を活用することが、地域の雇用や
賃金確保 ながると考える 国土交通省からも 資材確賃金確保につながると考える。国土交通省からも、資材確
保のバックアップを受ける体制」と述べ、地域で仕事をし、
地域が賃金を得ることで復興の一助としていきたいとの挨
拶拶。 
藤本昌也副会長（士会連合会会長）は「これまでの建設業
における重層下請構造とは違い、3団体が、例えば大工な
ら大工の仕事 電気なら電気とい た各持ち場で力を発揮ら大工の仕事、電気なら電気といった各持ち場で力を発揮
し、上から下ではない『水平な関係』。つまり、健全な分
配で生産していく画期的なシステムで、木造仮設住宅建設
に臨む」と長所を説明に臨む」と長所を説明。 
徳本茂事務局長（全建総連住宅対策部長）は「現在、各地
域で進むプレハブ仮設住宅には、最低限住める程度の作り
に過ぎない 被災者の心境はどん底にある 仮設住宅にはに過ぎない。被災者の心境はどん底にある。仮設住宅には
木の温もりで、被災者の心には温かさが必要。この3団体
がスクラムして、各持ち場で力を出し合う」と述べました。 4 
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活動趣旨活動趣旨
  東日本大震災における岩手、宮城、福島各県の被災

者に対して、一刻も早く住みよい仮設住宅建設が求
められる中 3団体が初めて協力して木造仮設住宅められる中、3団体が初めて協力して木造仮設住宅
建設に力を発揮する。 
地域材を活用した木造の応急仮設住宅建設のため地域材を活用した木造の応急仮設住宅建設のため、
施工者は原則として当該県の3団体の組合員、会員
に限定することや、地域の雇用確保と仕事創出を果
たす役割があるたす役割がある。
応急仮設住宅の受注は、3県の幹事会社が行い、3県
に設置する震災対策事務局（全建総連、全建連、士
会連合会 構成）がサポ ト

震
会連合会で構成）がサポート。

今週から開始される福島県の応急仮設住宅の建設事
業者の公募を皮切りに 4月中旬予定の岩手・宮城業者の公募を皮切りに、4月中旬予定の岩手 宮城
両県の公募にも、協議会の幹事会社が応募予定。  
3県での建設予定戸数は当面各５００戸とし、建設
用地確保 資材の調達状況などを考慮しながら 各用地確保、資材の調達状況などを考慮しながら、各
県などの要請に応じる。  5 

設立の経緯設立の経緯（ダイジェスト）（ダイジェスト）  
日付     内   容 
3.31 
(木)

国交省生産課より工務店サポートセンター（B.S.C）・全建総連に対し、 
地域の工務店の仮設住宅の受け皿として協議会設立要請がありました(木) 地域の工務店の仮設住宅の受け皿として協議会設立要請がありました。
（生産課/課長ほか２名。B.S.C/青木理事長・ 和田執行役員兼対策本部長・坂口事務長。 
            全建総連/徳本住宅対策部長・小倉主任） 
両団体は、住宅設備・資材の確保を国交省が全面的にバックアップする条件両団体 住 設備 資材 確保 国交省 面的 ック ップす 条件
で設立向で検討すると約束。 

4.05 
(火)

検討の結果、今回は公募に対応するため、組織として動かねばならず、時間
的にも難しいと生産課課長へ連絡。(火) 

 
的にも難しいと生産課課長へ連絡。 
その後、藤本会長（士会）より電話があり、士会としても対応を考えている
とのこと 

4 08 全建総連事務局にて B S C＋全建総連＋士会（青木・和田・坂口・徳本・4.08 
(金) 
 

全建総連事務局にて、B.S.C＋全建総連＋士会（青木・和田・坂口・徳本・
小倉・藤本・山中）の３団体にて対応を検討。 
県の公募・仮設住宅発注受け入れの対応を長時間の検討の結果、協議会を設
立することを決定 １２日プレス発表を行うことを合意する立することを決定。１２日プレス発表を行うことを合意する。

4.11 
(月) 

国交省生産課課長へ報告に伺う。 

4.12 
(火) 

応急仮設木造住宅建設協議会設立記者発表

6 
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国交相と仮設住宅建設で国交相と仮設住宅建設で  
意見交換意見交換意見交換意見交換    
  

２０１１年５月１３日 
5月13日夕方、国土交通大臣秘書から仮設住宅の建設
について全建総連の協力を得たいとの連絡が入り 16について全建総連の協力を得たいとの連絡が入り、16
日昼、古市書記長、徳本住宅対策部長、山下組織部長
が大臣室を訪問しました。 
 

大臣から「応急仮設住宅の建設は ピッチを上げよ 大臣から「応急仮設住宅の建設は、ピッチを上げよ
うと全力をあげている。『お盆前に』が課題で、何と
かしたい。全建総連の皆さんの協力をいただきたい。
地域材を使った木造の仮設住宅の建設についても応援
を願いたい」と口火が切られましたを願いたい」と口火が切られました。 
 

古市書記長から「全建総連として最大限協力したい。私たちとしては３者による協議会を設
立、木造の仮設住宅をつくる仕組みを用意し、少しでも役割を果たしたいと考えてきたが、

ズ残念ながらスムーズにいっていない。現時点で発注はない」と現状を報告。徳本部長から
「協議会の仕組みを活用してもらうことが第一。プレハブ協会の現場では、『1日1万5000
円、宿泊費・交通費込み』といった条件で人集めがされているとの報告が入っている。賃
金・単価の相場を崩すようなことは止めてもらうよう指導をお願いしたい」と発言。あわせ
て 福島県でまだ発注がされていない と 宮城県で事業者リ ト（77社）には入 たが市て、福島県でまだ発注がされていないこと、宮城県で事業者リスト（77社）には入ったが市

町村任せで見通しが立たないこと、岩手県では公募の結果入れなかったこととともに、福島
県で施工が進んでいる木造仮設住宅（住団連の受注）について写真もつけて説明をしました。 
 
大畠大臣 「低単価発注 件 仮設住宅建設 推進 題 あれば出大畠大臣は「低単価発注の件は調べたい。仮設住宅建設の推進で課題があれば出してほしい。
皆さんの協力をお願いしたい」と述べました。なお、国交省側は住宅局長、住宅担当審議官、
住宅生産課長が同席しました。  
 7 

一般公募準備室組織構成一般公募準備室組織構成  

8 
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赤十字：地方公共団体仮設住宅設置ガイドライン抜粋【災害時】 

全木協 
受け皿受け皿

9 

赤十字：地方公共団体仮設住宅設置ガイドライン抜粋【平常時】 

全木協 木協
参加 

10 
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応急仮設住宅契約書例 

11 

12 
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労働者供給事業許可証および 
暴力団等排除同意書（例）暴力団等排除同意書（例）

 

同意書同意書 

13 

労働者供給事業許可証および 
労働組合資格証明書労働組合資格証明書 

派遣許可 

14 
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写真で見る福島県に於ける実績写真で見る福島県に於ける実績写真で見る福島県に於ける実績写真で見る福島県に於ける実績  

プ ジ ププ ジ ププロジェクトのコンセプトプロジェクトのコンセプト
被災された地域にお金を廻したい被災された地域にお金を廻したい。 
 

【背景】 
今回の震災における、仮設住宅建設の制約条件は。

物流の寸断

【背景】 

物流の寸断

工事の職人が実際に被災している。 
手 る地域 材料を活 た手に入る地域の材料を活用したい。 
寒い（多雪）地域が今回被災の中心である。 
同上で、具体的には、Ⅱ・Ⅲ地域区分である。 

15 

住戸の設計に着手しました住戸の設計に着手しました住戸の設計に着手しました。住戸の設計に着手しました。  
木造軸組在来工法の原点に戻る。 
大工と木材の活用によりそのほとんどを完成できることに注大工と木材の活用によりそのほとんどを完成できることに注
力しました。 
具体的に、木材は地産地消を原則として、105㎜角材で柱・
土台・桁を構成し プレカットで対応することとしました土台・桁を構成し、プレカットで対応することとしました。

１８㎜の板材（製材）を中心に、荒床・外壁仕上げ材・枠
材・フローリングに使用することを前提としました。 
合板 足 対応するため 水 力 対 は 筋交 火合板不足に対応するために、水平力に対しては、筋交い・火
打ち梁にて計画を致しました。 
加えて、直近の一部の断熱材不足に対応するため、各地域の直近 部 断熱材 足 す 各 域
熱抵抗値基準に準拠した性能を保ちながら断熱材の入手に傾
注しました。 
本取り組みにあたり、長期優良住宅普及促進に努められた経本取り組みにあたり、長期優良住宅普及促進に努められた経
験のある、当団体の構成員である事業者に手を挙げて頂き、
本部および各県対策本部を立ち上げるに至りました。 
浴室以外のバリアフリー浴室以外の リアフリ
居室に畳敷き（厚５５㎜） 16 
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平面計画図平面計画図  平面計画図平面計画図  

連戸可 連戸可 

面積：６P×６P≒9坪タイプ（２９．８１㎡） 17 

立面図立面図  18 
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矩矩  計計  19 

プランバリエ ションプランバリエ ション  
１Ｋタイプ ３Ｋタイプ 

プランバリエーションプランバリエーション  
被災地域の住民構成に対応するプランを準備しました。 20 
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写真で見る福島県に於ける実績 写真で見る福島県に於ける実績 
 

４団地４００戸の応急仮設住宅の建設 

（グル プホ ム９戸含む）      （グループホーム９戸含む） 

４団地に集会場３棟 談話室２棟の建設 

 

  

 

 

21 

全景・配置例 全景・配置例 

いわき市高久第９応急仮設住宅 いわき市高久第９応急仮設住宅 
全２０２戸＋集会場２棟 
住戸内訳 
６坪４１戸・９坪１１５戸・１２坪３７戸 グループホープ（９戸×１棟） 
 

22 
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全景・配置例 全景・配置例 
白川町郭内第１応急仮設住宅 
全５４戸＋談話室１棟 全５４戸＋談話室１棟 
住戸内訳 
６坪７戸・９坪３０戸・１２坪１７戸 
 

23 

全景・配置例 全景・配置例 

田村市船引第２運動場応急仮設住宅 田村市船引第２運動場応急仮設住宅 
全１００戸＋集会場１棟 
住戸内訳 
６坪２０戸・９坪６０戸・１２坪２０戸 
 

24 
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全景・配置例 全景・配置例 

田村市御前池公園応急仮設住宅 田村市御前池公園応急仮設住宅 
全４４戸＋談話室１棟 
住戸内訳 
６坪９戸・９坪２７戸・１２坪８戸 
 

25 

キッチン  照 標準設置キッチン 
火災報知器の標準設置 

吊戸棚・フード(ﾌﾟﾛﾍﾟﾗﾌｧﾝ) 

照明標準設置 

吊戸棚 フ ド(ﾌ ﾛﾍ ﾗﾌｧﾝ) 

標準設置※吊戸棚の底板を耐火
仕様にすると納期回答が遅く、
長さを600とし、フードと離す長さを600とし、フ ドと離す
こと。で安全性を確保 

手元灯（プルスイッチタイプ） 

窓枠も木材ですのでコンロの 

シングルレバー混合水栓標準 

グリル付２口コンロ 

防火範囲に掛からぬよう計画 

ブロックキッチン600+1000 

グリル付２口コンロ 
バックガード付きを標準設置 

ガス漏れ警報機の標準設置 
26 
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浴室  天井換気扇 浴室  天井換気扇 
（ダクト換気） 

鏡   照明 

ツーバルブ水栓 
シャワー付 

洗面器をオプション設置して

跨ぎ動作補助の手すり設置 
内部には横手すりを計画。 

洗面器をオ ショ 設置して
住戸の生活スペースを確保 

※階上用のUBで跨ぎを低

く抑えること。床組でく抑えること。床組で
しっかり断熱と防湿対策
をとること。UBの荷重に

対して床組補強・杭補強

今回、跨ぎ高さは180㎜ 
以下の指示がありました 

対して床組補強 杭補強
等を工夫しました。 

以下の指示がありました 
標準175㎜で納めています。 

27 

給湯器・外部フードなど 給湯器・外部フードなど 
キッチン換気扇外部フード 

１６号給湯専用釜 

※オーリングを生産する工
場 被害 が懸場の被害により、入手が懸
念されましたが、何とか納
材され設置完了 

消化器も２０ｍに１機必要 

給水立上は 給水立上は 
ヒーター 
巻き 

ＤＫにリモコン設置  28 
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トイレ・脱衣室 トイレ・脱衣室 
タオル掛け 

姿勢保持 立姿勢保持・立上り 
補助手すり 

紙巻器 紙巻器 

便器＋便座 

※暖房便座用 
専用コンセント 
を標準設定 を標準設定 

洗濯機用水栓 

洗濯パン 

アース付 
コンセント 

洗濯 ン

29 

居室【大壁和室】 居室【大壁和室】 

バリアフリー対応状況 
（畳厚55㎜） 

和室の続き間を提案 
東西方向には、付長押を計画しました。 
 

（畳厚55㎜） 

30 
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居 室【大壁和室】 
和室続き間―DK：全体の広さが 
わかります居 室【大壁和室】 わかります。 

31 

居室の設備 居室の設備 
煙感知火災報知器 

リモコン付き リモコン付き 
主照明 

エアコン1台が 
標準標準 

居室換気扇 居室換気扇 
第1種換気 

標準でWレール＋ 

アコーディオン 
レースカーテン＋ 
遮光カーテン 専用コンセント 

32 
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玄関・風除室 
手すり 

框段差なし 

ポーチ灯 

玄関・風除室  框段差なし 

網戸 

ポスト 

表札 

手すり 

ｽﾃｯﾌﾟ 

33 

屋根・小屋裏換気対策 屋根・小屋裏換気対策 

ルーフィング＊波子板#30 
土台防鼠孔流用 

ル フィング＊波子板#30 

34 
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外壁板張り【杉製材：板厚18㎜】 外壁板張り【杉製材：板厚18㎜】 

横同縁にて施工（通気層確保） 

35 

外壁サイディング張り 外壁サイディング張り 
集会所【金属系】 

36 
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外壁サイディング張り 外壁サイディング張り 
談話室【金属系】 

37 

降雪対策・防災表示 降雪対策・防災表示 

エアコン室外機 
壁掛けタイプ 

38 
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アンテナ取り付け アンテナ取り付け 
電柱を利用して 
共聴くアンテナ取付 共聴くアンテナ取付 

母屋への取り付け例 

柱への取り付け例 

39 

スロープ施工例 スロープ施工例 

談話室 談話室 
スロープ 
点字ﾌﾞﾛｯｸ 
施工 施工 

40 
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案内板・館名板 案内板・館名板 

41 

ごみ置き場 ごみ置き場 

福島 福島 
ゴミ置き場 
施工例 

42 
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濡れ縁（オプション） 濡れ縁（オプション） 

掃き出しサッシにはオプションとして濡れ縁が設濡 縁 設
定されました。屋根には樋がないことが県の標準
でしたので、雨跳ねに注意して出幅を決定します 

43 

ポーチデッキについて  ポーチデッキについて。 

玄関ポーチの納まりは、建
物と縁を切り、外壁の仕上
などと、独立して施工する
ことにより、ガス配管など
の後工事に影響しないよう
に工夫されました。 

44 
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付帯施設（談話室） 付帯施設（談話室） 

45 

付帯施設（グループホーム） 付帯施設（グループホーム） 

46 
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福島県一般公募：高齢者等サポート拠点応募資料 

47 

48 
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49 

現場作業技能者の朝礼風景 現場作業技能者の朝礼風景 

50 
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特に苦慮した点・失敗に学んだ点特に苦慮した点・失敗に学んだ点  
木杭の調達 本来松杭が励行されるのですが 杉材の承認を得る

１／３ 

木杭の調達。本来松杭が励行されるのですが、杉材の承認を得る 
浄化槽については、７人槽／２戸で手配をスタート。後に、５０～
１００人槽据え置きに変更。１００人槽据え置きに変更。 
屋根板金（波子板・棟包み板金・ケラバ板金）と防水シートの大量
調達 
震災以前よりの断熱材不足に対応した、仕様決定と供給体制の確保 
変更に継ぐ変更に対応できる住宅設備（ＵＢ・トイレ・洗濯パン・
キッチン）の大量一括調達キッチン）の大量 括調達 
３県不統一の細かな仕様基準の変更・外構基準の変更へのスピード
対応 
工期・当初５０戸団地で３０日→２８日→２１日→２０日と、工期
短縮と安全衛生のバランス維持。 
応急住宅が役目を終えるときのリサイクルへの工夫(防蟻・塗装をし応急住宅が役目を終えるときのリサイクルへの工夫(防蟻・塗装をし
ない。) 
地域積雪・台風対策の設計への反映

長期荷重（ＵＢ）を検討した杭配置・土台伏 
大量資材の搬入計画と施工体制の構築 51 

基準法適用外だが、応急住宅に最低限求められる性能の確保（室換
気・結露等）

２／３ 

応急の談話室・集会場（高齢者対応多目的型もありました）への対応 
グループホーム・高齢者対応サポートセンター等の計画 
ゴ 置き場 雪置き場 着 後 プ住戸 変更対応ゴミ置き場・雪置き場・着工後のスロープ住戸への変更対応 
いろいろな団体からの援助による支給品に関する調整 
外壁を板材とする特徴がありますが 将来のメンテナンス性向上を睨外壁を板材とする特徴がありますが、将来のメンテナンス性向上を睨
んだ納まりの検討 
良かれと考えたことが被災者公平性の観点で計画を中止することも 

 （暖房便座等） 
県の配置承認までのプロセス消化。土地情報・現地調査・配置計画を

日で一日で。 
スピード重視段階で、あえて９坪２ＤＫワンタイプに絞った。その後
６坪１２坪のバリエーションの追加対応が必要であった。 
初期段階での燃料の確保（道具も流されてしまった職人さんも・・） 
Ｆ☆☆☆☆仕様で建てても、工期内で空気質環境検査の義務づけ 
濡縁・ｽﾛｰﾌﾟﾎﾟｰﾁ防滑処理等の追加対応、変更はあるが工期はそのまま 
 52 
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東電・水道・下水・ガス工事＆検査の集中時の調整 
原発で何か起きたら →非常事態発生時の連絡・避難命令の体制

３／３ 
原発で何か起きたら。→非常事態発生時の連絡 避難命令の体制 
土木造成に関すること。市町村の行う造成待ちが工期に影響、自ら行
う時も 
重機の手配回送や砂利の確保 
目まぐるしく変化する状況を、しっかりと県建設本部と情報共有する
ことこと 
人工の押さえは困難を極めた。さらなる危機対応力向上のため、全建
総連・士会連合と初めて協議会設立に向けて取り組んだこと。 
すべて未経験のなかで、俺たちがやらねば誰がやる。と決断すること。

価格未定で走り始める決断力。「要請」とは、「契約の成立」ではな
いい。 
発注書が無い中での事前着工。事前引き渡し(当初の前提は発注後の
着工) )
被災地域の復旧に向けた応急住宅を、被災地域の工務店が中心となっ
てお手伝いすることを宣言し続けたこと。 
特に工期内での供給力 対応力がためされた３ 月間でありました特に工期内での供給力・対応力がためされた３ヶ月間でありました。 
 53 

成功した成功した点点  
幹事工務店は、県への提案、交渉ができた。

幹事工務店は、長期優良住宅に取り組んだ経験が生かせた。 
地域にお金が廻った。（現場作業が多い） 
大工の手間は、確保された。 
規の労働派遣の仕組みが生まれた正規の労働派遣の仕組みが生まれた。

必要な技能者の確保は守られた。 
工期 性能 ストが守られた工期、性能、コストが守られた。 
地域の製材工場により国産材が供給できた。 
被災者でもある大工 工務店が喜んだ被災者でもある大工、工務店が喜んだ。 
全国同業者の支援が得られた。 
小ロットの工事に対応できた小ロットの工事に対応できた。 
臨機応変の要求に対応できた。 
一定レベルの大工は すぐ慣れて連携作業ができた定レベルの大工は、すぐ慣れて連携作業ができた。

資材の確保はできた。 54 
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福島県に於ける労務調査速報福島県に於ける労務調査速報その１その１福島県に於ける労務調査速報福島県に於ける労務調査速報その１その１

    88月月2323日現在日現在  

４団地４００戸の応急仮設住宅の建設４団地４００戸の応急仮設住宅の建設

     （グループホーム９戸含む） 
４団地に集会場３棟 談話室２棟の建設 
 
 
 延べ：７,２８７人工

の雇用を創出 の雇用を創出 

55 

福島県に於ける労務調査速報福島県に於ける労務調査速報その２その２  
延べ延べ7 2877 287人工の内人工の内 全建総連労務支援分全建総連労務支援分（８月２３日現在）（８月２３日現在）延べ延べ7,2877,287人工の内、人工の内、全建総連労務支援分全建総連労務支援分（８月２３日現在）（８月２３日現在）  
  発注形態 協議会 

合計 
都道府県 福島県 

団地名 
田村市 

第2運動場
いわき市 

高久４丁目
田村市 

御前池公園G
白河市 

宝酒造跡地第2運動場 高久４丁目 御前池公園G 宝酒造跡地 

⼯期（県内） 6/21-7/5 6/19-7/23 7/8-7/27 7/20-8/8   

工期（県外）   6/19-7/23 7/12-7/27 7/22-8/8   

戸数 100 202 44 54 400 

集会場等 1 2 1 1 5 

全体の
約88％

の支援 
    

従事者数（延

べ） 
1270 2698 898 1568 6434 

秋田建労     1 4 5 

山形県連   7   14 21 

群馬県連   10 4 6 20 

建設埼玉   8 3 7 18 

埼玉土建   3 2 7 12 

千葉土建 4 1 1 6千葉土建   4 1 1 6 

東京都連   5 5 8 18 

神奈川県連   28 33 34 95 

山梨県連       2 2 

長野県建設労連     2 8 10 

静岡建労     4 3 7 

京都建労     4 1 5 

小計         219 

           

全建総連福島 55 97 26 36 214全建総連福島 55 97 26 36 214

            

合計 55 162 85 131 433 

15県連・組合 476人 

56 
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57 全国木造建設事業協会 

新法人設立に向けて新法人設立に向けて新法人設立に向けて。新法人設立に向けて。  
現在、大規模災害が発生した場合の応急仮設住宅の現在、大規模災害が発生した場合の応急仮設住宅の 
建設は、（社）プレハブ建築協会が各都道府県と災害
協定を締結していることに伴い、占有的に行われて
いますいます。

 これは、阪神大震災以来プレハブ建築協会は１５年
以上に渡り都道府県庁と災害に対して協議をしてき以 に渡り都道府県庁と災害に対して協議をしてき
た実績によると思います。一方我々大工、工務店業
界は戸建木造住宅の５０％以上を作っている実績を
持ちながら協議に参加してきませんでした。持ちながら協議に参加してきませんでした。

今回公募に参加して平時の対策会議に参加し、情報交
換をしておく必要を痛感しました。 

協議会 募 を完成今回協議会として応募し、４００戸以上を完成させて、
緊急時に作る仮設住宅には地域材で作る在来工法が、
その対応性で１番適していることが確信できました。その対応性で１番適していることが確信できました。
また、工期、コスト、性能も充分に対応でき、大工、
工務店の自信につながりました。 58 
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そこでそこで、 
 この仕組みで、従来のプレハブ建築協会と
様 各都道府 災害協定を締結 大規同様、各都道府県と災害協定を締結し、大規

模災害後、速やかに木造の応急仮設住宅を供
給するため 地域 大 務店が給するため、そして、地域の大工・工務店が
施工することによって、災害後の地域の雇用
確保 地域経済 復 復興 寄与する を確保と地域経済の復旧復興に寄与することを
目的として、当法人を設立します。 
 
 当団体の正会員は、（社）工務店サポート当団体の正会員は、（社） 務店サポ ト
センター、全国建設労働組合総連合とし、設
計・物流・林業の関係団体と連携し、事業の計 物流 林業の関係団体と連携し、事業の
展開を行っていきます。 59 
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